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魏

圃
四
月
の
行
事

八七六五四三二一
日日日日日日日日

千
手
婦
人
会
役
員
研
修
会

幼
稚
園
説
明
会

土
地
改
良
区
総
会

国
民
托
金
委
員
会

保
育
園
入
園
式

教
胃
委
員
会

稲
作
講
習
会

公
衆
衛
主
推
進
総
会

九
日

＋
三
日

＋
七
日

＋
九
日

教
育
委
員
会

先
生
歓
送
迎
会

知
事
選
告
示

霜
条
ポ
ン
プ
入
魂
式

幼
稚
園
開
園
式

橘
．
上
野
婦
人
会
総
会

家
庭
の
日

川
西
町
運
転
者
講
習
会
　
．

赤
谷
消
防
緊
急
自
動
軍
入
魂

式

一
＝
一
＝
｝
＝
｝
＝
＝
一
＝
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一
＝
＝
＝
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一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
咽
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
…
＝
＝

商
店
の
み
な
さ
ま
へ

　
役
場
（
学
校
・
診
療
所
。
保
育
園
等

含
む
）
へ
の
請
求
書
の
用
紙
を
四
月
一

日
以
降
の
分
に
つ
い
て
、
特
別
の
場
合

を
除
き
統
一
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

　
物
晶
等
の
購
入
に
は
、
発
注
書
兼
請

求
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
納
晶
の
際

氏
名
及
ぴ
請
求
者
印
を
押
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
支
払
い
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

口
座
振
替
支
払
い
い
た
し
ま
す

自
動
車
税
（
第
一
期
）
の

　
納
期
は
4
月
3
0
日
ま
で

　
こ
と
し
か
ら
第
一
期
の
納
期

限
が
一
カ
月
く
り
あ
が
り
ま
し

た
。　

納
税
通
知
書
は
4
月
”
日
ご

ろ
お
手
も
と
に
届
く
予
定
で
す

か
ら
、
ぜ
ひ
納
期
完
納
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
月
末
は
土
曜
日
で
も
あ
り
、
収
納
機

関
が
乙
み
あ
う
の
で
、
早
目
に
、
も
よ

り
の
銀
行
、
郵
硬
局
、
財
務
事
務
所
窓

口
を
通
じ
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

し
た
が
、
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
あ

と
で
、
申
告
も
れ
と
な
っ
て
い
た
所
得

等
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
場
合

は
修
正
申
皆
讐
を
擬
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
寵

　
ま
た
、
ま
ち
が
っ
て
余
分
の
税
金
を

納
め
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
き
は
、

確
定
申
告
書
の
提
出
期
限
か
ら
一
カ
月

以
内
に
限
つ
て
正
当
な
税
金
に
な
お
し

て
も
ら
う
よ
う
更
正
の
請
求
書
を
提
出

　
　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

「
四
十
年
度
分
』
所
得
税
の

　
修
正
申
告
や
更
正
の
請
求

　
昭
和
四
十
任
度
分
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
提
出
期
限
は
3
月
路
日
ま
で
で

で
作
っ
た
た
く
さ
ん
の
て
ま
り

だ
ま
を
、

と
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
託
さ
れ
た

　
乙
の
贈
り
物
は
関
係
者
で
協
議
の
上

千
手
小
学
校
の
特
殊
学
級
に
お
く
ら
れ

た
い
へ
ん
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

害
虫
と
ね
ず
み
の
駆
除

　
越
冬
し
た
蚊
、
は
え
、
　
ゴ
キ
ブ
リ
な

ど
、
衛
主
害
虫
の
駆
除
お
よ
ぴ
そ
の
発

主
源
の
除
去
、
ね
ず
み
の
駆
除
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
o

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
わ

　
こ
れ
ら
の
修
正
申
告
書
や
更

正
の
請
求
書
の
用
紙
は
、
税
務

署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

心
暖
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
室
島
の
半
田
タ
ニ
さ
九
（
6
0

才
）
は
余
暇
を
利
用
し
て
趣
味

　
　
　
　
　
　
　
　
、
お
て

　
恵
ま
れ
な
い
こ
ど
も
た
ち
に

タ
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新
年
度
の
予
算
成
立

　
　
　
　
　
　
　
三
月
定
例
会
十
八
日
に
終
わ
る

　
三
月
三
日
以
来
休
会
中
で
あ
っ
た
第

三
回
定
例
会
は
、
予
定
ど
お
り
三
月
十

七
日
に
再
開
さ
れ
た
。
注
目
の
四
十
一

年
度
｝
般
会
計
予
算
は
、
結
局
一
日
に

提
出
さ
れ
た
も
の
よ
り
総
額
に
お
い
て

約
百
万
円
少
な
い
一
億
九
千
六
百
四
＋

一
万
七
千
円
と
い
う
額
で
議
決
さ
れ
た

　
議
事
は
、
ま
ず
休
会
中
に
行
な
わ
れ

た
各
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
に
つ
い

て
委
員
長
か
ら
報
告
が
行
な
わ
れ
、
こ

れ
に
つ
い
て
補
足
質
疑
の
の
ち
、
討
論

採
決
の
順
序
で
議
決
さ
れ
て
い
っ
た
。

最
初
に
請
願
陳
情
合
わ
せ
て
十
四
件
が

相
次
い
で
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
採
決

の
結
果
、
　
「
千
手
小
学
校
児
童
机
購
入

に
関
す
る
請
願
」
が
保
留
、
他
の
十
三

件
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
採
択
と
い
う

委
員
会
の
報
告
ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

　
次
い
で
新
年
度
一
般
会
計
予
算
を
上

程
、
各
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
に
つ
い

て
詳
細
な
報
告
が
あ
っ
た
の
ち
、
中
村

町
長
か
ら
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
補

足
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。
つ
づ
い
て
補

足
的
に
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
の
ち
、
討

論
を
経
て
採
決
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、

起
立
全
員
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

こ
こ
に
四
十
一
任
度
㎝
般
会
計
予
算
は

予
定
ど
お
り
成
立
し
た
。
時
に
午
後
四

時
一
分
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
災
害
復
旧
関
係
の
債
務
負
担

行
為
の
補
正
だ
け
を
内
容
と
す
る
昭
和

四
十
托
度
｝
般
、
会
計
補
正
予
算
を
上
程

議
決
し
た
の
ち
、
な
お
時
間
の
余
裕
が

あ
っ
た
の
で
、
臼
程
を
追
加
し
て
新
年

度
国
保
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
を
上

程
し
た
。
ま
ず
、
付
託
さ
れ
た
土
木
厚

主
委
員
長
の
審
査
結
果
報
告
の
の
ち
、

質
疑
、
討
論
を
経
て
採
決
の
結
果
、
委

員
会
報
告
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
午
後
四

時
五
＋
四
分
こ
の
日
の
会
議
を
閉
じ
た

　
翌
十
八
日
は
、
ま
ず
、
国
保
施
設
、

農
業
共
済
事
業
の
両
特
別
会
計
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
土
木
厚
生
及
び
産
業
経
済

の
両
委
員
会
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
。
以
上
で
常

任
委
員
会
に
付
託
し
た
案
件
は
全
部
議

了
し
た
。

　
つ
つ
い
て
新
規
に
提
出
さ
れ
た
「
消

防
団
設
置
条
例
」
　
「
町
立
幼
稚
園
設
置

条
例
」
等
四
件
の
条
例
を
順
次
上
程
し

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　
以
上
で
こ
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

す
べ
て
の
案
件
を
議
了
し
た
の
で
、
会

期
一
日
を
残
し
て
正
午
過
ぎ
閉
会
し
た

当
初
案
よ
り

　
　
　
　
百
万
円
縮
少

一
般
会
計
予
算
の
成
立
ま
で

　
昭
和
四
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
は

才
入
才
出
と
も
一
億
九
千
六
百
四
十
｛

万
七
千
円
と
い
・
っ
額
で
成
立
し
た
が
、

こ
れ
は
三
月
一
日
に
提
出
さ
れ
た
当
初

の
案
よ
り
九
十
九
万
七
千
円
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
村
町
長

は
、
再
開
議
会
に
お
け
る
補
足
説
明
の

中
で
「
先
般
提
出
し
た
予
算
は
、
取
り

あ
え
ず
係
り
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ

て
、
細
部
に
つ
い
て
町
長
査
定
を
経
て

い
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
原
案
と
は
言

え
な
い
も
の
で
あ
る
。
要
は
財
政
難
の

中
で
住
民
の
希
望
す
る
も
の
を
ど
れ
だ

け
予
算
化
し
て
、
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る

よ
・
つ
な
財
政
の
行
き
万
に
す
る
か
と
い

・
っ
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
町
長
ひ
と
り

の
判
断
で
処
理
す
べ
き
で
は
な
い
と
思

い
、
議
会
人
と
役
場
人
か
ら
一
丸
と
な

っ
て
骨
を
折
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ

る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
四

五
年
前
に
〃
い
よ
い
よ
一
億
円
の
予
算

を
組
み
ま
し
た
〃
と
言
っ
て
そ
の
時
は

威
張
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
ん
ど
は
二
億

の
予
算
を
組
ん
で
悲
し
ま
ね
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。
」
と
容
易
な
ら
ぬ
財
政
難

を
訴
え
て
い
た
。

　
当
初
提
案
さ
れ
た
も
の
と
比
較
し
て

変
わ
っ
た
点
の
お
も
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
ま
ず
才
出
に
つ
い
て
は

第
｝
に
教
育
費
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
小
・
中
学
校
費
、
高
校

費
か
ら
賃
金
、
需
用
費
、
原
材
料
費
、

備
品
購
入
費
等
に
つ
い
て
二
百
万
以
上

番

を
削
減
し
、
新
規
事
業
と
し
て
橘
中
深

井
戸
工
事
費
百
三
十
万
円
、
川
西
中
校

長
室
床
張
替
及
ぴ
自
転
車
置
場
三
十
八

万
円
が
計
上
さ
れ
、
な
お
上
野
小
給
食

施
設
四
百
五
十
万
円
を
四
百
万
と
し
、

新
た
に
千
手
小
屋
上
修
理
十
万
円
、
仙

田
小
体
育
舘
床
張
工
事
費
四
十
万
円
を

計
上
し
た
。

　
次
に
、
衛
生
費
か
ら
賃
金
、
需
用
費

等
を
削
減
し
て
新
た
に
千
手
診
療
所
へ

旨
動
車
購
入
の
た
め
の
繰
出
金
と
し
て

百
三
十
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
衛
生
費

は
差
し
引
き
百
二
十
三
万
八
千
円
の
増

と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
商
工
費
の
地
万
産
業
育
成
資

金
に
つ
い
て
県
の
貸
付
金
が
六
十
万
減

の
百
四
十
万
と
な
っ
た
た
め
、
町
預
託

金
も
同
額
を
減
じ
て
元
利
合
わ
せ
て
百

二
十
二
万
五
千
円
の
減
と
な
っ
た
．
、

　
そ
の
他
土
木
費
か
ら
賃
金
、
需
用
費

第
三
回
定
例
会
に
付
議
し
た
請
願
陳
情
一
覧
表

号
裟
　
　
件
　
　
　
名

七r五四三二二
土総総総総

〇九八
総土総産総産

一
四
総

三
土

陳
情
一
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果

文
千
手
小
学
校
校
舎
屋
上
修
理
に
関
す
る
請
願
　
　
　
採
択

文
千
手
小
学
校
児
童
机
購
入
に
関
す
る
請
願
　
　
　
　
保
留

交
高
原
田
部
落
消
火
用
水
路
整
備
助
成
に
関
す
る
請
願
採
択

文
伊
友
部
落
防
火
用
水
槽
設
置
に
関
す
る
請
願
　
　
　
採
択

厚
消
防
用
水
路
並
ぴ
に
町
道
田
中
寺
尾
線
改
修
に
関
す

る
驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
択

文
橘
中
学
校
深
井
戸
掘
削
に
関
す
る
請
願
　
　
　
　
　
採
択

厚
中
仙
田
部
落
長
期
季
節
保
育
所
設
置
に
関
す
る
請
願
採
択

畜
仙
田
小
学
校
．
仙
累
学
校
完
全
給
食
に
関
す
る
採
択

　
請
願

経
養
魚
池
・
越
冬
槽
新
設
に
関
す
る
助
成
請
願
　
　
　
採
択

π
上
野
小
学
校
給
食
棟
新
築
等
に
関
す
る
講
願
　
　
　
採
択

経
千
手
土
地
改
良
区
並
ぴ
に
橘
土
地
改
良
区
霧
錺
採
択

　
成
に
関
す
る
請
願

文
上
野
．
橘
有
線
放
送
電
話
事
業
に
関
す
る
請
願
　
　
採
択

厚
童
子
ケ
島
揚
水
機
災
害
復
旧
に
対
す
る
補
助
金
交
付

　
講
願
（
継
続
審
査
分
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
択

厚
発
電
所
通
り
舗
装
促
進
陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
択

そ
の
他
合
わ
せ
て
十
二
万
五
千
円
ほ
ど

減
に
な
っ
た
ほ
か
、
才
出
全
般
を
通
じ

て
食
糧
費
を
一
率
に
半
減
し
、
結
局
才

出
総
額
に
お
い
て
差
引
九
十
九
万
七
千

円
の
減
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
才
入
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
臨
時

地
万
特
例
交
付
金
三
百
万
円
を
百
万
円

に
減
額
し
、
地
万
交
付
税
を
二
百
万
円

増
額
し
て
六
千
九
百
万
円
と
し
た
。
次

●
　
　
●
　
　
0
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

に
、
地
万
産
業
育
成
資
金
の
減
額
に
伴

い
貸
付
金
元
利
収
入
が
百
二
十
五
万
一

千
円
の
減
と
な
っ
た
ほ
か
、
財
産
収
入

と
し
て
町
有
土
地
売
払
収
入
二
十
四
万

七
千
円
増
、
土
木
関
係
寄
附
七
千
円
の

増
等
を
差
引
き
し
て
、
才
出
と
同
額
の

一
億
九
千
六
百
四
十
一
万
七
千
円
と
な

っ
て
い
る
。

●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
◎
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●

出
か
せ
ぎ
中
の
国
民
年
金
加
入
は
ど
う
さ
れ
た
か

　
　
出
稼
き
の
皆
さ
ん
お
帰
え
り
な
さ
い

　
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
中
の
社
会
保
険
と
国
民
年
金

、
の
関
連
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ご
存
知

　
で
す
か
。
次
に
該
当
す
る
と
き
は
す
ぐ

申
し
出
て
き
め
ら
れ
た
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し

　
て
い
た
人
の
場
合

　
あ
な
た
は
出
稼
ぎ
中
に
お
い
て
厚
生

　
年
金
等
に
加
入
■
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か

　
厚
生
任
金
と
田
民
任
金
は
い
ず
れ
も

老
後
の
保
障
を
臼
的
と
し
、
そ
の
趣
旨

．
は
両
制
度
と
も
岡
…
の
も
の
で
す
℃
し

た
が
っ
て
、
両
制
度
に
対
し
て
同
時
に

加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
厚
生

年
金
等
に
加
入
し
て
い
た
期
間
は
国
民

年
金
を
や
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
し

両
制
度
に
加
入
し
て
い
た
と
し
て
も
、

将
来
両
制
度
か
ら
の
支
払
い
は
さ
れ
ず

厚
生
任
．
金
だ
け
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

そ
の
間
の
国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き

を
し
て
二
重
に
な
っ
て
い
た
期
間
の
国

民
任
金
保
険
料
は
返
金
い
た
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
万
は
、
印
か
ん
を
持
参
し

て
社
会
係
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
就
労
期
間
中
い
つ
か
ら
い
つ
ま
，

・
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
か
、
年

月
日
を
正
確
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

年
月
巳
が
不
明
確
の
場
合
は
就
労
先
に

問
い
合
わ
せ
て
か
ら
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
係
）

老
令
、
障
害
、
母
子
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
五
月
六
日
は
福
祉
任
金
支
払
日
で
す

ま
た
、
五
月
は
定
時
届
け
の
月
で
も
あ

り
ま
す
。
郵
硬
局
で
鉦
金
を
受
領
し
た

ら
国
民
任
金
証
書
と
印
鑑
を
持
参
の
上

そ
の
足
で
す
ぐ
届
け
出
を
し
て
下
さ
い

＊
定
時
届
受
付
日

五
月
六
日
午
前
九
時
i
午
後
五
時
ま
で

＊
場
　
所

上
野
地
区

橘
日
倉
地
区

仙
田
地
区

千
手
地
区

農
業
セ
ン
タ
ー

橘
出
張
所

仙
田
出
張
所

役
場
社
会
係

　
五
月
六
日
以
後
は
役
場
社
会
係
へ
。

＝
…
訂
正
と
お
わ
び
葦
＝

　
第
8
9
号
「
か
わ
に
し
俳
壇
」
掲
載
句

中
数
藤
ひ
さ
ほ
さ
ん
の
作
品
を
次
の
と

お
O
ノ
請
正
し
て
お
わ
ぴ
い
た
し
ま
す
。

「
鮮
提
げ
て
急
ぐ
家
路
の
雪
解
霧
」
は

「
鱈
提
げ
て
急
ぐ
家
路
の
雪
解
需
」
の

あ
や
ま
り
で
し
た
o

■
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ー
町
議
会
報
告
ー
②
，

　
　
　
四
十
年
度
予
算
を
補
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
度
最
終
日
に
臨
時
会

　
第
四
回
臨
時
会
は
、
三
月
三
＋
㎝
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
四
十
任
度
一

』
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
三
件
が
議
決
さ
れ
た
。
定
例
会
閉
会
後
わ
ず
か
＝
週
間
足

ら
ず
で
招
集
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
日
が
任
度
末
で
あ
っ
て
四
十
任
度
予
算
を
補
正

で
き
る
最
終
日
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
が
、
，
例
任
行
な
っ
て
い
る
専
決
処
分
等
の

万
法
を
な
る
へ
く
避
け
て
、
議
会
の
審
議
を
経
て
補
正
す
べ
き
だ
と
い
う
当
局
の

万
針
に
よ
る
措
置
で
あ
る
o

　
九
十
六
万
五
千
円
の

補
、
正
増

　
補
正
予
算
の
概
要
は
、
才
入
に
お
い

て
補
正
増
コ
百
四
十
二
万
五
千
円
、
補

正
減
百
匹
十
六
万
円
で
差
引
九
十
六
万

五
千
円
の
増
、
才
出
に
お
い
て
は
百
三

十
九
万
二
千
円
の
補
正
増
に
対
し
て
四

＋
二
万
七
千
円
の
補
正
減
で
差
引
同
じ

く
九
十
六
万
五
千
円
の
増
と
な
っ
て
い

る
p
そ
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
。
才
入
に
つ
い
て
な
、
災
害
復
旧

開
係
起
債
の
百
■
二
十
万
円
増
額
に
伴
い

．
国
，
庫
，
補
助
及
ぴ
分
担
金
が
同
額
減
と
な

っ
た
ほ
か
郡
土
地
改
良
協
会
負
担
金
に

あ
て
る
た
め
の
寄
附
二
十
九
万
円
の
才

入
増
が
あ
る
β
ほ
か
に
増
と
な
っ
た
も

成人式のおしらせ

一
、

一
一
、

三
、

四
、

五
、

の
と
し
て
、
知
事
選
挙
等
の
県
支
出
金

十
二
万
八
千
円
、
仙
田
中
学
校
放
送
施

設
県
補
助
金
五
万
円
、
同
じ
く
地
元
寄

附
四
万
八
千
円
、
橘
土
地
改
良
区
総
代

選
挙
負
担
金
九
千
円
等
が
あ
り
、
減
と

な
っ
た
も
の
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が
中
止
に
な
っ
た
た
め
の
手

数
料
収
入
の
減
二
十
六
万
円
、
が
あ
る
o

　
才
出
に
つ
い
て
は
、
南
北
沢
災
害
復

旧
地
元
負
担
金
の
償
還
に
あ
て
る
た
め

ヒ
モ
つ
き
で
交
付
さ
れ
て
い
る
特
別
交

付
金
か
ら
支
出
す
る
補
助
金
と
し
て
五

十
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
才
入
に

寄
附
と
し
て
計
上
さ
れ
た
二
十
九
万
円

が
郡
土
地
改
良
協
会
へ
負
担
金
と
し
て

支
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
選
挙
費
の

十
二
万
六
千
円
は
知
事
選
挙
費
、
監
査

期
日
…
五
月
三
日

時
間
…
午
前
十
時
よ
り

場
　
所
…
川
西
中
学
校
体
育
舘

該
当
者
…
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
よ
り

　
　
　
　
　
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
生
れ
ま
で
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

そ
の
他
…
服
装
は
で
ぎ
る
だ
け

　
　
　
　
　
簡
素
に
い
た
し
ま
し
よ
う

川西町公民舘

．
請
求
審
査
費
、
橘
土
地
改
良
区
総
代
選

挙
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
お
り
、
仙
田

中
学
校
放
送
設
備
工
事
費
と
し
て
の
十

九
万
八
千
円
は
、
県
費
補
助
五
万
円
及

ぴ
地
元
寄
附
四
万
八
千
円
に
町
費
＋
万

円
を
加
え
て
財
源
と
し
た
も
の
で
あ
る

そ
の
他
各
款
項
に
わ
た
っ
て
時
間
外
勤

務
手
当
の
過
不
足
を
調
整
し
、
余
つ
た

財
源
九
万
九
千
円
を
予
備
費
に
追
加
し

て
収
支
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
才
入
才
．

出
と
も
、
累
計
二
億
二
千
七
百
三
十
四

万
五
千
円
と
な
っ
た
o

消
防
団
員
の
出
動
手
当

［
回
二
百
円
に

　
補
正
予
算
以
外
の
議
快
事
件
と
し
て

は
、
消
防
団
関
係
の
条
例
改
正
一
件
、

町
道
認
定
一
件
そ
の
他
㎝
件
と
な
っ
て

い
る
。
条
例
改
正
は
、
消
防
団
員
の
水

火
災
の
場
合
の
い
わ
ゆ
る
出
動
ま
当
に

つ
い
て
一
回
百
円
の
も
の
を
二
百
円
に

増
額
し
た
も
の
。
こ
れ
は
先
般
の
定
例

会
に
お
い
て
、
こ
の
手
当
が
安
過
き
る

と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
に
こ
た
え

補
充
名
簿
の
登
録
申
出
は

　
四
月
十
二
日
ま
で

　
　
県
知
事
選
挙
に
っ
い
て

　
咋
任
十
一
月
県
知
事
選
挙
が
執
行
さ

れ
て
か
ら
半
任
、
本
県
知
事
が
去
る
三

月
二
十
八
日
に
退
職
の
申
立
を
し
た
こ

と
に
伴
い
公
職
選
挙
法
の
定
め
る
と
こ

‘
ろ
に
よ
り
、
投
票
日
を
五
月
八
日
と
し

選
挙
期
日
の
告
示
が
四
月
十
三
日
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
6

　
み
な
さ
ん
か
ら
明
る
く
正
し
い
選
挙

を
行
う
た
め
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◎
補
充
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て

　
選
挙
権
が
あ
つ
て
、
も
、
選
挙
人
名
簿

て
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
町
道

認
定
は
、
　
国
道
仙
田
線
若
の
窪
か
ら
平

見
部
落
へ
通
ず
る
路
線
を
新
た
に
町
道

と
し
て
認
定
し
た
も
の
で
、
以
上
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
o

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き
ま

．
せ
ん
。

　
こ
の
た
ぴ
の
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
選

挙
権
が
あ
っ
て
、
ま
だ
名
簿
に
の
っ
て

い
な
い
人
の
た
め
、
新
た
に
補
充
選
挙

人
名
簿
が
作
ら
れ
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
、
日
本

国
民
で
あ
っ
て
次
の
事
項
に
該
当
す
る

人
で
す
。

1
　
本
任
四
月
＋
三
日
現
在
で
任
令
が

　
満
二
十
才
に
な
っ
た
人
。
　
（
昭
和
二

　
十
一
任
四
月
十
三
日
ま
で
に
出
主
し

　
た
人
）

2
　
川
西
町
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
住
所
期
間
が
四
月
＋
三
日
現
在
．

で
、
三
カ
月
以
上
に
な
っ
た
人
。

　
但
し
、
川
西
町
に
住
所
を
定
め
て

か
ら
ま
だ
三
カ
月
に
な
ら
な
い
人
で

も
引
続
き
新
潟
県
内
に
居
住
し
、
転

居
前
の
市
町
村
で
、
現
在
有
効
な
選

挙
人
名
簿
に
の
っ
て
い
る
人
は
、
　
｝

定
の
手
続
き
を
経
て
、
転
居
前
の
市

町
村
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
作
る
補
充
選
挙
人
名
簿
は
四

月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
縦
覧
さ
れ

ま
す
か
ら
、
そ
の
期
間
中
に
登
録
の

有
無
を
確
認
し
で
、
く
だ
さ
い
。

今
回
の
補
充
選
挙
人
名
簿
に
の
せ
る
に

は
、　

　
三
月
＋
二
日
午
後
五
時
ま
で
に
川
．

・
西
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
本
人
か
世

　
帯
主
が
印
か
ん
持
参
の
上
登
録
の
申

　
出
を
し
て
く
だ
さ
い
o

　
　
　
　
（
川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会
）
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＊
＊
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＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

だ
れ
が
死
ぬ
の
か

　
十
日
町
警
察
署
が
、
ま
こ
と
に
驚
く

べ
き
小
冊
子
を
発
刊
し
た
。
そ
れ
は
、

昭
和
四
十
任
度
に
発
生
し
た
交
通
事
故

の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
o

デ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
十
日
町
署
管
内
の

交
通
事
故
発
生
率
は
鉦
ね
ん
上
昇
し
て

お
り
、
と
く
に
、
死
亡
者
の
数
が
県
下

＝
、
一
十
四
警
察
中
の
上
位
を
占
め
て
い
る

こ
と
が
わ
か
つ
た
o
こ
と
し
も
、
こ
の

川
西
町
で
だ
れ
か
が
事
故
を
起
こ
し
、

だ
れ
か
が
カ
タ
ワ
に
な
り
、
だ
れ
か
が

死
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
考
え

て
み
れ
ぱ
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。

　
川
西
町
の
臼
動
車
運
転
免
許
所
持
者

は
三
千
百
四
＋
七
名
。
昨
任
度
は
、
貝

ぱ
み
橋
か
〃
．
・
原
田
ま
で
の
県
道
で
＋
四

件
、
上
野
か
ら
山
中
ま
で
の
国
道
上
で

四
件
、
合
わ
せ
て
十
八
件
の
事
故
が
起

き
た
。
　
｝
名
が
死
亡
、
二
十
一
人
が
重
』

軽
傷
を
負
っ
た
。
事
故
が
も
っ
と
も
多

か
っ
た
の
は
八
月
と
＋
一
月
、
ウ
イ
ー

ク
で
い
う
と
月
曜
臼
が
、
時
間
帯
で
い

う
と
午
後
三
時
～
四
時
、
五
時
～
六
時

七
時
～
八
時
が
多
か
っ
た
。
と
く
に
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
雨
や

雪
の
日
よ
り
も
よ
く
晴
れ
た
見
通
し
の

き
く
日
に
、
ま
た
カ
ー

ブ
や
坂
道
や
デ
コ
ボ
コ

の
悪
路
よ
り
も
、
り
っ

ぱ
に
舗
装
さ
れ
た
面
線

ぴ
出
し
た
、
な
ど
で
あ
っ
た
o
事
故
を

起
こ
し
た
運
転
者
の
・
つ
ち
、
＋
六
才
か

ら
二
十
四
才
ま
で
の
青
少
任
が
全
体
の

半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
運
転
経
験

二
任
、
未
満
の
者
が
い
ち
ば
ん
多
く
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
。
板
害
者
を
伍
令
別

に
見
る
と
、
六
才
か
あ
．
・
十
五
才
ま
で
の

学
童
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
め
だ
つ

コ
ー
ス
に
事
故
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。

家
ま
ず
し
ゅ
う
し
て
何
と
や
ち
、
ま
さ

に
ユ
ダ
ン
と
い
う
べ
き
で
あ
る
∪

　
事
故
は
、
バ
イ
ク
、
普
通
貨
物
車
、

歩
行
者
の
順
で
起
き
て
い
る
が
、
そ
の

原
因
は
、
、
徐
行
し
な
か
っ
た
、
酒
に
よ

っ
て
い
た
、
　
フ
キ
見
運
転
し
て
い
た
、

運
転
が
未
熟
だ
っ
た
、
急
に
道
路
に
と

　
　
　
　
　
　
て
い
る
o
学
校
当
局
の

　
　
　
　
　
　
安
全
教
育
が
実
を
結
ん

　
　
　
　
　
　
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
天
寿
を
全
う
し
た
い

の
は
だ
れ
し
も
の
願
い
、
そ
れ
な
の
に

オ
レ
に
か
ぎ
っ
て
大
丈
夫
だ
と
い
う
気

も
ち
が
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
タ
、
せ
、
い
つ

し
か
な
れ
っ
こ
に
な
の
、
警
察
宮
が
い

な
い
と
平
気
で
違
反
し
、
い
さ
さ
か
も

罪
の
意
識
を
も
た
ず
、
ま
さ
か
と
思
っ

た
の
に
大
き
な
事
故
を
起
こ
甘
℃
い
っ

た
い
ど
・
つ
い
こ
と
な
の
か
o

　
わ
た
く
し
は
、
交
通
モ
ニ
タ
ー
の
関

係
で
い
つ
も
メ
モ
帳
を
携
帯
し
て
出
か

け
る
。
違
反
や
事
故
を
防
止
し
、
交
通

安
全
の
指
導
や
教
育
を
し
、
道
路
環
境

の
整
備
改
善
を
は
か
っ
た
り
す
る
た
め

だ
。
と
き
に
は
カ
メ
ラ
を
使
う
こ
と
も

あ
る
。
違
反
を
目
撃
し
た
と
き
は
そ
の

つ
ど
注
意
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
き

い
て
く
れ
な
か
っ
た
と
き
は
メ
モ
に
と

の
、
心
を
オ
ニ
に
し
て
通
報
し
て
い
る

　
絶
対
に
事
故
を
起
乙
さ
な
い
万
法
が

τ
つ
だ
け
あ
る
。
そ
れ
は
車
を
運
転
し

な
い
こ
と
だ
が
、
現
代
に
生
き
て
車
が

あ
る
か
き
り
不
可
能
に
近
い
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
事
故
が
起
き
た
で
は
困
る
。

だ
い
じ
な
の
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
良
心

だ
。
運
転
者
も
歩
行
者
も
、
お
た
が
い

に
交
通
法
規
を
よ
く
守
り
ま
し
ょ
う
o

こ
の
、
き
き
な
れ
た
こ
と
ば
を
も
う
い

ち
ど
よ
く
か
み
し
め
て
み
た
い
。

．
鋤
　
．

－
ひ
・
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一
、
調
停
と
は

　
金
を
貸
し
た
が
返
し
て
く
れ
な
い
。

貸
し
た
家
を
明
け
渡
し
て
く
れ
な
い
。

自
動
車
に
は
ね
ら
れ
て
ケ
ガ
を
し
た
か

ら
治
療
代
が
ほ
し
い
。
親
子
や
夫
婦
の

間
が
う
ま
く
行
か
な
い
・
：
・
。
こ
・
つ
し

た
、
い
ろ
い
ろ
の
争
い
や
請
求
は
、
訴

え
を
わ
こ
し
て
裁
判
を
受
け
れ
は
い
い

の
で
す
が
、
裁
判
の
手
続
き
に
は
、
い

ろ
い
ろ
む
ず
か
し
い
規
則
が
あ
っ
て
、

法
律
知
識
が
必
要
で
す
し
、
費
用
や
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
う
え
法
廷
へ

出
て
争
・
っ
こ
と
も
、
親
戚
間
や
昔
な
じ

み
の
間
柄
で
は
、
は
ば
か
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合

手
軽
に
早
く
話
し
合
い
、
譲
り
合
っ
て

解
決
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
調
停
で
す

　
調
停
も
裁
判
所
の
公
正
な
手
続
き
で

あ
り
ま
す
が
、
法
律
的
な
む
ず
か
し
い

こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
公
開
の
法
廷
で

な
く
、
裁
判
官
と
調
停
委
員
と
膝
つ
き

合
わ
せ
て
話
し
合
い
、
納
得
ず
く
で
解

決
す
る
の
で
す
か
ら
、
い
や
な
後
味
も

残
ら
な
い
し
、
法
律
論
で
は
片
づ
か
な

い
妙
味
も
出
せ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

二
、
調
停
の
種
類

　
調
停
に
は
、
現
在
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
扱
う
裁
判
所

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

1
宅
地
建
物
調
停

　
　
宅
地
や
家
屋
の
貸
し
借
り
な
ど
に

　
関
す
る
も
め
ご
と
を
解
決
す
る
も
の

　
で
、
簡
易
裁
判
所
で
扱
っ
て
い
ま
す

2
農
事
調
停

　
　
小
作
関
係
や
農
地
に
関
係
あ
る
も

　
め
ご
と
を
解
決
す
る
も
の
で
、
地
万

　
裁
判
所
ま
た
は
、
当
事
者
が
合
意
で

　
定
め
る
簡
易
裁
判
所
で
扱
っ
て
い
ま

　
す
。

3
商
事
調
停

　
　
売
却
代
金
、
そ
の
他
商
事
上
の
も

　
め
ご
と
を
解
決
す
る
も
の
で
、
簡
易

　
裁
判
所
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

4
鉱
害
調
停

　
　
鉱
害
の
た
め
に
生
じ
た
も
め
事
を

　
解
決
す
る
も
の
で
、
地
万
裁
判
所
で

　
扱
っ
て
い
ま
す
。

5
一
般
調
停

　
　
－
か
ら
4
ま
で
の
ど
れ
に
も
あ
て

　
は
ま
ら
な
い
す
べ
て
の
民
事
上
の
も

　
め
ご
と
を
解
決
す
る
も
の
で
、
簡
易

　
裁
判
所
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

6
家
事
調
停

　
　
身
分
関
．
係
上
の
も
め
事
や
、
家
族

　
親
族
間
の
争
い
を
解
決
す
る
も
の
で

　
家
庭
裁
判
所
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

三
、
調
停
を
申
し
立

　
　
て
る
に
は

　
調
停
の
種
類
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

そ
の
受
け
持
ち
の
裁
判
所
へ
調
停
の
申

し
立
て
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
ど
こ
の

裁
判
所
へ
申
し
立
て
た
ら
よ
い
か
と
い

う
こ
と
は
、
争
い
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
吻
の
所
在
地
や
、
相
手
万
の
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
基
準
に
し
て
決
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o
　
し
か
し
当

事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
、
硬
利
な
裁
判

所
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
よ
・
っ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
申
し
立
て
を
す
る
に
は
、
当

事
者
の
住
所
氏
名
と
、
ど
の
よ
う
な
争

い
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
調
停
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
を
書
い
た

串
し
立
書
を
裁
判
所
へ
出
し
ま
す
。
こ

れ
を
書
面
に
よ
る
申
し
立
と
い
い
、
そ

れ
が
で
き
な
い
と
き
は
、
裁
判
所
へ
行

っ
て
口
頭
で
述
べ
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
口
頭
に
よ
る
申
し

立
て
と
い
い
ま
す
〇

　
十
日
町
簡
易
裁
判
所
、
新
潟
家
庭
裁

判
所
十
日
町
出
張
所
で
は
、
書
面
に
よ

る
申
し
立
て
は
も
ち
ろ
ん
、
口
頭
に
よ

る
申
し
立
て
を
時
間
中
な
ち
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
る
用
意
を
し
て
い
ま
す
の
で

付
言
し
て
お
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
収
入
印
紙
で
｝
定
の
手
数

料
を
納
め
ま
す
。
こ
の
額
は
次
の
と
お

り
で
、
目
的
物
の
価
額
に
ず
っ
と
安
い

定
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

四
、
申
し
立
の
手
数
料

調
停
を
求
め
る
事

項
　
の
　
価
　
額

手
数
料

一
万
円
ま
で

六
〇
円

一
万
円
を
越
え
、

『
万
六
〇
円

民
事
調
停

一
〇
万
円
ま
で
の

部
分
に
つ
い
て

円
ご

と
に
四
〇
円

5

一
〇
万
円
を
越
え

の
場
合
）

五
〇
万
円
ま
で
の

部
分
に
つ
い
て

〃
二
〇
円

五
〇
万
円
を
越
え

る
部
分

家
事
調
停

一
件

（6

の
場
倉

一
〇
〇
円

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
関
係
人
を
呼
ぴ

出
す
た
め
の
切
手
代
な
ど
を
支
払
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
以
下
次
号
）

建
物
の
建
築
、
除
却
の
届
を
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
築
基
準
法
第
十
五
条
に
よ
る
）

　
建
築
主
が
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合

ま
た
は
建
築
物
を
除
却
す
る
と
き
は
工

事
着
手
前
に
役
場
経
由
で
県
知
事
に
届

け
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
建
物
の
床
面
積
の
合
計
が
延
一
〇
㎡

（
三
坪
以
内
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）
届
け
出
の
と
き
に
必
要
な
図
面
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

ω
床
面
積
｝
O
O
㎡
（
三
〇
坪
）
以
上

　
の
場
合
設
計
図
二
部

　
－
附
近
見
取
図

　
2
配
置
図

　
3
各
階
平
面
図

　
4
矩
計
図

外
に
建
築
主
の
印
鑑
と
手
数
料
5
0
円
、

設
計
図
に
は
設
計
者
の
印
を
必
ず
捺
印

～

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
1
御
す
二
や
か
に

星押小佐須小引
名木林藤藤林間

利繁良　豊芳
之人一・穣子洋仁

壽
一
二
男

辰
雄
長
男

基
長
女

再
好
長
男

貞
信
長
女

洋
一
長
男

恭
…
一
男

越田中仁四山坪
ケ仙郎野澤戸田田兼田山

昇
天
」
御
め
い
福
を
祈
る

高増羽青星小
橋田鳥木名幡

量ナトミセ武
平ホワイイ七

大
久
保
政
次

木
落

星
名
新
田

野伊室木田

口友島落．百

五六六七七八八
九〇九．ニニニ○○

の
こ
と
（
一
、
二
級
，
建
築
士
）

㈱
床
面
積
延
一
〇
〇
㎡
（
三
〇
坪
）
の

　
場
合
設
計
図
二
部

　
－
附
近
見
取
図

　
2
配
置
図

3
各
階
平
面
図

4
矩
計
図

外
に
建
築
主
の
印
鑑
と
手
数
料
5
0
円
。

㈹
除
却
届
け
出
の
場
合
は
図
面
の
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
が
印
鑑
と
手
数
料
5
0

　
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
（
土
木
課
）

窃
庁
内
人
事

　
　
　
　
　
（
4
月
－
日
付
）

▽
退
職
△

　
渡
辺
千
恵
子
　
　
（
財
政
課
）

高
橋
リ
ヤ
ゥ
　
　
三
　
領
　
　
五
二

た
か
さ
ご
ー
御
円
満
に

総σb

翻総繍
山
田
信
｝

奥
野
南
海
江

丸渋大田柳櫃
山谷関中澤間

力常智正文公
ウ吉恵喜代：男

σb　
新
婦
廣
田
キ
ミ
子

　
新
郎
　
高
橋
　
育
郎

総器総総
清
水
諄
作

小
野
塚
リ
セ

高伊葛数小
野藤橋藤川

豊　富洋
司瞳作子滋

赤
間
セ
ッ
子

中
島
町

京
都
府
か
ら

伊
友

＋
日
町
か
ら

下
平

東
京
か
ら

山
野
田

学
板
町
か
ら

沖
立

寺
尾
か
ら

木
島

木
島
か
ら

下
平
新
田

沖
立
か
あ
．
・

三
領

室
蘭
市
か
ら

室
島

東
京
か
ら

▽
異
動
△

産
業
課
長
　
南
雲
春
雄
（
農
林
係
長
）

国
保
衛
生
課
水
道
係
畏

　
　
　
　
　
数
藤
彦
三
（
教
育
係
長
）

農
林
係
長
　
和
久
井
　
守
（
農
委
係
V

教
育
係
長
　
高
橋
良
平
（
議
会
係
）

総
務
課
交
書
係
長

　
　
　
　
　
小
川
益
栄
（
庶
務
係
）

水
道
係
兼
務
押
木
秀
治
（
庶
務
係
）

議
会
係
　
　
中
村
義
雄
（
税
務
係
）

幼
稚
園
助
教
諭
，

　
　
　
　
　
馬
場
ヒ
デ
子
（
保
育
園
）

▽
新
採
用
△

幼
稚
園
教
諭
　
渡
辺
き
ぬ
え

保
育
園
保
母
　
宮
内
フ
ミ
エ

書
記
　
羽
鳥
利
昭
、
同
　
菖
橋
敏
行
、

同
　
高
橋
恭
平
、
同
　
蔵
品
寛
子
、
同

大
久
保
雪
子
、
同
　
桑
原
セ
キ
、
同

清
水
好
子
、
同
　
葛
橋
美
恵
子
、
同

内
山
早
苗か

わ
K
し
俳
壇

毒
　
　
霧
太
田
白
南
風
選

　
　
事
￥

　
　
　
　
　
　
刀
日
倉
　
田
中
翠
畝

水
温
む
錦
鯉
見
る
人
だ
か
り

恋
猫
の
窓
を
対
し
て
鳴
き
交
す

需
の
奥
鶯
の
声
ナ
タ
振
う

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
江
口
凡
石

子
や
孫
に
い
た
わ
ら
れ
つ
つ
煎
炭
を
あ
む

に
わ
た
ず
み
湯
気
立
ち
春
の
日
の
ま
ぶ

し
　
　
　
　
　
　
　
無
名
子

春
寒
の
急
き
の
電
話
受
け
に
け
り

　
　
　
　
　
　
和
歌
山
金
子
洋
石

じ
ゃ
が
薦
着
の
芽
の
臼
々
と
納
屋
の
中
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